
　
新
型
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る

混
乱
が
続
い

て
い
る
。
新

規
罹
患
数
は
多
く
、
ま
だ
ま
だ

感
染
拡
大
防
止
の
対
策
が
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
は
経

済
の
立
て
直
し
が
必
要
と
そ
ち

ら
へ
大
き
く
舵
が
切
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
つ
い
最
近
ま
で
県

外
へ
の
外
出
の
自
粛
を
言
っ
て

い
た
の
に
、
G
o
T
o
ト
ラ
ベ

ル
と
称
し
今
度
は
旅
行
を
奨
励

す
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
性

急
す
ぎ
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、

経
済
を
立
て
直
さ
な
け
れ
ば

C
O
V
I
D-

19
か
ら
の
再
興

を
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
▼

過
敏
す
ぎ
る
国
民
の
反
応
も
良

く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
マ

ス
コ
ミ
に
煽
ら
れ
て
不
安
を
増

す
住
民
に
対
し
、
冷
静
な
判
断

が
で
き
る
よ
う
我
々
が
地
域
医

療
の
中
で
情
報
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
あ
ら
た

め
て
考
え
た
▼
C
O
V
I
D-

19
に
よ
る
混
乱
の
最
中
、
以
前

か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
と

は
言
え
、
な
し
崩
し
的
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
と

し
て
の
利
用
が
開
始
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
な
か
な
か
普
及

が
進
ま
な
か
っ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
の
施
策

に
よ
り
交
付
枚
数
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
▼
21
年
3
月
か
ら
は

保
険
証
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
。
医
療

機
関
へ
の
導
入
は
義
務
で
は
な

い
が
、
保
険
証
と
し
て
の
利
用

を
促
進
す
る
案
内
が
き
て
い

る
。
当
面
は
導
入
す
る
つ
も
り

は
な
い
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
だ
け
を
持
っ
て
来
院
す

る
患
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。 

 

（
内
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
発

生
届
を
手
書
き
で

フ
ァ
ク
ス
す
る
と

い
う
、
時
代
遅
れ

の
方
法
に
憤
り
を

感
じ
た
1
人
の
医

師
の
ツ
イ
ー
ト
投
稿
に
対
し
て

閣
僚
や
官
僚
が
反
応
し
、
5
月

末
に
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
た
。
感
染
者
等
の

情
報
を
電
子
的
に
入
力
・
管
理

し
、
医
療
機
関
や
保
健
所
、
都

道
府
県
等
で
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
や
自
治
体

の
対
策
に
速
や
か
に
生
か
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
で

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
審

査
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
、

全
自
治
体
で
利
用
が
決
ま
っ
た

の
は
9
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
ま

た
厚
労
省
は
、
医
療
機
関
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
入
力
す
る
こ
と
で

保
健
所
の
負
担
軽
減
を
目
指
し

た
が
、
記
入
事
項
が
多
い
た
め

感
染
者
が
多
い
都
市
部
で
は
広

が
っ
て
い
な
い
。
20
年
前
か

ら
、
Ｉ
Ｔ
世
界
最
先
端
国
を
目

指
す
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
な
が

ら
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
日

本
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
世
界
に
比

し
て
、
遅
れ
て
い
て
貧
弱
で
あ

る
こ
と
が
露
呈
し
た
。

　
2
0
1
8
年
4
月
に
保
険
適

用
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
普
及
し

て
い
な
か
っ
た
。
今
回
C
O
V

I
D-

19
蔓
延
下
の
院
内
感
染

防
止
策
と
し
て
、
初
診
を
含
む

幅
広
い
診
療
行
為
に
解
禁
す
る

特
例
を
4
月
に
発
表
し
た
が
、

厚
労
省
の
発
表
に
よ
る
と
9
月

時
点
で
の
「
電
話
や
情
報
通
信

機
器
を
用
い
て
診
療
を
実
施
す

る
医
療
機
関
」
は
京
都
府
で
は

1
0
0
施
設
で
あ
る
。
協
会
が

定
期
総
会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
回
答
者
（
対
象
者
88

人
、
回
答
者
86
人
、
回
答
率
98

％
、
本
紙
3
0
8
1
号
既
報
）

の
9
割
が
初
診
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、

直
接
問
診
、
触
診
し
な
い
と
診

察
で
き
な
い
、
誤
診
に
つ
な
が

る
恐
れ
を
危
惧
す
る
な
ど
の
声

が
挙
が
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
厚

労
省
の
指
針
に
合
致
し
て
い
る

専
用
シ
ス
テ
ム
の
利
用
と
汎
用

シ
ス
テ
ム
の
テ
レ
ビ
電
話
機

能
、
電
話
が
同
様
の
扱
い
に
な

る
指
針
が
理
解
で
き
な
い
。

　
菅
政
権
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
初
診
解
禁
を
当
初
か
ら
方
針

に
掲
げ
て
い
た
。
10
月
9
日
に

は
田
村
憲
久
厚
労
大
臣
が
新
型

コ
ロ
ナ
収
束
後
も
「
安
全
性
と

信
頼
性
を
ベ
ー
ス
に
、
初
診
を

含
め
原
則
解
禁
す
る
」
と
言
及

し
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報
や

病
歴
の
漏
洩
な
ど
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
等
の
問
題
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
そ
も
そ
も
医
療
は
患

者
の
全
身
を
診
る
も
の
で
あ

る
。
安
易
に
間
口
を
広
げ
れ

ば
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
誤
診
・
遅
診
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
初
診
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
原
則
解
禁
に
は
反
対
だ
。

　
菅
内
閣
が
デ
ジ
タ
ル
庁
を
新

設
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
意
欲
を

見
せ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
先
進

国
の
真
似
事
を
す
る
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

漏
洩
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
国
民
の
心
配
を

考
え
ず
に
急
速
に
進
展
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
我
々
が
、
新
規

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス

に
も
気
を
つ
け
て
日
々
の
診
療

に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
庁

が
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
、

今
後
の
施
策
を
注
視
し
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
な
し

崩
し
的
拡
大
に
断
固
反
対

　
船
井
医
師
会
選
出
の
代
議

員
に
欠
員
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
京
都
府
保
険
医

協
会
選
挙
規
定
第
32
条
1
項

に
よ
り
、
代
議
員
の
補
欠
選

挙
の
公
示
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

　
▽
公
示
日
＝
2
0
2
0
年

10
月
25
日
（
日
）

　
▽
締
切
日
時
＝
11
月
2
日

（
月
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
1
人

　
▽
任
　
期
＝
21
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員 

補
選
の
公
示

船  

井

　
開
会
に
際
し
鈴
木
理
事
長
は

「
人
と
の
接
触
機
会
が
増
え
て

お
り
、
こ
の
秋
以
降
が
心
配
。

特
に
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
同
時
感
染
に
よ
り
患
者

が
増
え
る
事
態
が
危
惧
さ
れ

る
。
先
手
を
打
っ
て
対
応
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
地
区
で

の
議
論
を
聞
き
、
協
会
の
政
策

に
反
映
し
、
厚
労
省
、
京
都

府
・
京
都
市
に
要
請
し
て
い
き

た
い
」
と
し
た
。

各
地
区
の
対
応
と

浮
き
彫
り
と
な
る
課
題

　
10
月
中
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
備
え
た
新
た
な
体
制
整
備
を

求
め
る
事
務
連
絡
が
9

月
4
日
に
厚
労
省
か
ら

出
さ
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
地
区
か
ら
は
「
あ

ま
り
に
も
時
間
が
な
さ

過
ぎ
る
。
こ
れ
ま
で
の

体
制
と
大
き
く
変
わ
る

の
で
本
当
に
大
丈
夫
な

の
か
危
惧
し
て
い
る
。

か
か
り
つ
け
医
と
し
て

対
応
す
る
こ
と
は
あ
る

程
度
必
要
だ
と
思
う

が
、
や
は
り
公
的
な
発

熱
外
来
な
ど
を
各
地
区

で
設
置
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
」
な
ど
困
惑
の

声
が
多
く
出
さ
れ
た
。

　
一
方
で
体
制
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
地
区

も
あ
り
、
あ
る
地
区
で
は
検
査

セ
ン
タ
ー
方
式
で
唾
液
に
よ
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
週
2
回
か
ら
始

め
て（
最
終
的
に
は
週
5
日
）、

1
日
2
時
間
程
度
実
施
。
20
〜

30
例
の
検
査
が
可
能
で
あ
り
、

地
区
医
師
会
員
か
ら
の
紹
介
で

予
約
を
取
っ
て
行
う
と
報
告
さ

れ
た
。

　
今
後
、
診
療
・
検
査
医
療
機

関
（
仮
称
）
と
し
て
発
熱
患
者

を
か
か
り
つ
け
医
が
対
応
す
る

こ
と
に
伴
い
、
大
き
な
問
題
と

な
る
の
が
、
医
師
・
ス
タ
ッ
フ

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
場
合
の
補
償
と
、
風
評

被
害
で
あ
る
。
特
に
補
償
問
題

に
関
し
て
、
地
区
か
ら
は
「
医

療
機
関
の
職
員
や
医
師
が
感
染

し
た
際
の
休
業
補
償
な
ど
が
わ

か
ら
な
い
中
で
、
診
療
・
検
査

医
療
機
関
を
募
集
し
て
も
、
誰

も
手
を
上
げ
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
休
診
し
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
っ
た
場
合
や
命
に

危
険
が
及
ん
だ
場
合
は
ど
う
責

任
を
取
る
の
か
。
地
域
住
民
を

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、

会
員
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
診
療
・
検
査

医
療
機
関
の
公
表
に
関
し
て

「
検
査
実
施
医
療
機
関
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
せ
め
て
地

区
医
師
会
に
は
教
え
て
ほ
し

い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
患
者
に

医
療
機
関
を
紹
介
で
き
な
い
」

と
の
意
見
や
「
内
々
だ
け
で
情

報
を
共
有
し
て
も
、
患
者
に

ネ
ッ
ト
等
で
公
表
さ
れ
、
そ
の

医
療
機
関
に
患
者
が
集
中
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。
実
際
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
る
医

療
機
関
を
受
診
し
た
患
者
か
ら

情
報
が
拡
散
し
て
し
ま
い
、
か

か
り
つ
け
の
患
者
以
外
の
方
が

た
く
さ
ん
受
診
さ
れ
、
日
常
診

療
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
委
託

契
約
を
解
除
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
医
療
機
関
も
あ
る
と
の

実
例
も
報
告
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
検
査
セ
ン

タ
ー
の
設
置
場
所
や
、
地
域
住

民
の
反
対
の
問
題
、
内
科
以
外

の
か
か
り
つ
け
医
で
の
対
応
な

ど
の
課
題
が
議
論
さ
れ
た
。

公
的
な
発
熱
外
来
の

設
置
が
不
可
欠

　
地
区
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
、
協
会
か
ら
は
「
補
償
や
風

評
被
害
へ
の
対
応
は
、
地
区
医

師
会
や
京
都
府
医
師
会
で
は
で

き
な
い
。
国
・
行
政
が
主
導
し

て
場
所
の
確
保
や
補
償
・
風
評

被
害
等
へ
の
対
策
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
体
制
整
備
に
は

医
療
機
関
同
士
の
連
携
、
行
政

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
冬
、
医
療
機
関
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
患
者
や
発
熱
患
者
が
殺

到
す
る
と
、
医
療
機
関
で
は
対

応
で
き
な
く
な
る
た
め
、
公
的

な
発
熱
外
来
の
設
置
が
必
要

だ
。
今
後
の
地
区
医
師
会
と
の

懇
談
会
で
は
、
同
時
流
行
や
同

時
感
染
に
備
え
た
診
療
体
制
に

つ
い
て
地
区
の
実
情
を
聞
き
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。 

（
関
連
2
面
）

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
へ
の
体
制
整
備

地
域
の
課
題
解
消
は
国
・
行
政
と
の
連
携
で

地区医師会長
との懇談会　

　
協
会
は
9
月
26
日
、
京
都
府
内
の
各
地
区
医
師
会
長
と
の

懇
談
会
を
ネ
ッ
ト
会
議
を
併
用
し
て
開
催
。
地
区
医
師
会
か

ら
17
人
（
内
ネ
ッ
ト
参
加
は
9
人
）、
協
会
か
ら
8
人
が
出

席
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
診
療

報
酬
上
の
臨
時
的
取
扱
い
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
医
療
政
策
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
国
が
求
め
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
た

新
た
な
体
制
整
備
に
向
け
て
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

各
地
区
で
の
切
実
な
状
況
が
浮
き
彫
り
に

2 0 2 0 年 （令和 2年） 1 0 月 2 5 日 第 3 0 8 4 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

府
の
体
制
整
備
方
針
10
月
中
に�

（
2
面
）
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主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



イ
ン
フ
ル
に
備
え
た
体
制
整
備

京
都
府
方
針
は
10
月
中
に
決
定
へ

　
厚
生
労
働
省
は
9
月
4
日
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

期
を
念
頭
に
10
月
中
旬
ま
で
を

目
途
と
し
て
発
熱
患
者
を
受
け

入
れ
る
体
制
整
備
を
都
道
府
県

知
事
等
に
依
頼
し
た
。
そ
の
流

れ
は
、
①
発
熱
等
の
症
状
を
生

じ
た
患
者
が
、
ま
ず
は
か
か
り

つ
け
医
等
の
地
域
の
身
近
な
医

療
機
関
に
電
話
等
で
相
談
②
相

談
を
受
け
た
医
療
機
関
は
自
院

も
含
め
診
療
可
能
な
医
療
機
関

を
紹
介
す
る
③
既
存
の
帰
国

者
・
接
触
者
外
来
等
も
含
め
、

発
熱
者
等
の
診
療
ま
た
は
検
査

を
行
う
医
療
機
関
を
新
た
に

「
診
療
・
検
査
医
療
機
関
（
仮

称
）」
と
し
て
指
定
し
、
速
や

療
・
検
査
医
療
機
関
（
仮

称
）」
の
施
設
要
件
と
機
能

要
件
、
報
告
要
件
（
表
1
）

な
ど
が
情
報
提
供
さ
れ
た
。

京
都
府
は
「
診
療
・
検
査
医

療
機
関
（
仮
称
）」
を
原
則

公
表
し
な
い
と
し
た
う
え

で
、
地
域
の
医
療
機
関
で
情

報
共
有
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
が
、
京
都
府
と
し
て
の

最
終
的
な
方
針
は
協
議
中
で

あ
り
、
10
月
中
に
決
ま
る
予

定
だ
。

　
こ
う
し
た
体
制
整
備
に
向

け
、
国
に
よ
る
「
イ
ン
フ
ル

表 1　かかりつけ医における診療・検査医療機関（仮称）の指定について
施設要件 機能要件 報告要件

・ 発熱患者等の受診の際の
動線が分けられているこ
と
・ 適切な感染対策が講じら
れていること
・ 必要な検査体制が確保さ
れていること
・ 都道府県と行政検査の委
託契約（集合契約・府医
へ申し込みを行う）を締
結していること
・ 自院の患者および自院に
相談のあった患者である
発熱患者等に対して、発
熱等の症状が生じた場合
には、電話で相談した上
で受診する旨を院内に掲
示すること

・ 自院の患者等を受け入れる場合は、院
内掲示を行う等により、あらかじめ自
院での受入対象患者や対応時間等を示
す（たとえば、「発熱などの場合は事前
にお電話下さい」など）こと
・ 都道府県等に対して、あらかじめ自院
での受入対象患者や対応時間等を示し
た上で、その範囲で、患者から相談が
あった場合、原則速やかに患者の診療・
検査を受け入れること
・ 検査については、鼻腔ぬぐい液検体に
よる抗原簡易キット（抗原定性検査）ま
たはPCR検査、唾液検体によるPCR検
査により行うこと
・ 自院を受診した患者の検査結果が陽性
であった場合には、速やかに保健所に
連絡し、患者の状態を伝える等、患者
の療養先の検討に協力すること

・ 日々の受診者数や
検査数を新型コロ
ナウイルス感染症
医療機関等情報支
援システム（G‒
MIS）により入力
すること

・ 新型コロナウイル
ス感染症等情報把
握・管理支援シス
テム（HER‒SYS）
にかかりつけ医に
おける必要な情報
の入力を行うこと

表 2　インフルエンザ流行期に備えた発熱患者の外来診療・検査体制確保事業

補助金の
算定方法

補助金の交付額
（1日当たり）＝
（①－②）×13,447円

① 発熱患者等を受け入れる体制を確保した時間に応じ
て、専用の診察室で受け入れることが想定される発熱
患者等の患者数（以下「基準患者数」）
※ 人数には上限があり、1 日 7 時間あたり20人（表 3 ）。

1 日 4 時間、専用の診療室を確保した場合は、  
4 時間×20人／7 ＝11.428…人が上限
②実際に診療室で受診した発熱患者等の受診患者数

補助金の
交付申請

交付申請額（例）
（①－③）×13,447円
×稼働日数
※ 曜日ごとに診察室を確
保する時間が異なる場
合は曜日ごとに計算

診察室を確保した時間に応じて算定される①基準患者数
から、③21年 3 月末までの各稼働日における受診者数の
見込み（想定受診者数）を差し引いた人数に、13,447円を
乗じる。さらに「診療・検査医療機関（仮称）」の指定を受
けた日から21年 3 月末までの稼働日数を乗じた額を、補
助金の交付申請額として申請。いわゆる概算払いを行う
ことになる

1 日の受入上限人数は11.4人　　補助ベース：11.4×13,447円＝153,295.8円

たとえば週 4 日、4 時間の体制を確保した場合…

上記条件で 1 カ月に15日を確保し、20年11月から21年 3 月まで体制を維持した場合

1 日の受診患者数が 5 人だった場合

11.4人－5人＝6.4人×13,447円＝86,060円　
※実際に診察した 5 人分は一般外来の収入

86,060円×15日×5カ月＝6,454,500円
※1000円未満の端数切り捨て

◦�通常の診療日・診療時間以外に発熱外来時間を設定した場合も、診療日や診療時間の変更届出の必要
はない

◦�「診療・検査医療機関（仮称）」が自院のかかりつけ患者及び自院に相談のあった患者である発熱患者
等のみを受け入れる場合は、基準患者数は１日２時間５人が上限

◦�最終的には21年３月までの受診者数等の実績を報告し、実績を踏まえて、国庫補助額の精算を行うこ
ととなる

◦�基準患者数と受診者数の差引は１日ごと。上記条件の場合、１日の受診患者数が11.4人を上回った場
合は、補助額は0円

◦�上記条件で１日の受診患者数が０人だった場合は、１日補助ベースの約15万円。１カ月１人も受診者
がなかった場合は（20年９月、10月は除く）、補助額が２分の１に減額される

◦�午前を一般外来、午後４時間を発熱外来としたものの発熱患者０人で、発熱外来の間にやむを得ず一
般外来の患者が２人受診された場合、11.4人から２人を差し引いた9.4人分の補助となる

◦�医師２人の診療所で１人が診察室Ａで発熱外来のみ。もう１人が診察室Ｂで一般外来のみを診察した
場合、それぞれ独立して人数をカウントする。診察室Ａで発熱患者が０人だった場合は、診察室Ｂの
患者数にかかわらず、診察室Ａに対して発熱外来設置時間に対しての上限補助額が支給される

体制確保支援補助金
申請書等はこちらから　 
https://www.mhlw.go.jp/
content/000681322.xlsx

提出期限：10月30日（金）とされているが、
提出期限後も随時受け付ける。都道府県から
指定を受けた後、できる限り速やかな提出

提出方法：郵送
宛先：〒100‒8779　銀座郵便局留
　　　 「100‒8916 厚生労働省発熱外来診療

体制確保支援事業担当」宛

◆ 補助金の支払いは 2 回に分けて行うことを
予定しており、第 1 回の交付は、3 ～ 4 カ
月分として、申請額の 5 割分（10万円単位
に四捨五入）を基本として支払う。今回の
補助金の請求書には、交付申請額の 5 割に
相当する金額を記載する

 
問い合わせ先
厚生労働省医療提供体制支援補助金
コールセンター
電話番号：0120‒336‒933

「
20
人
×
1
万
3
4
4
7
円
＝

26
万
8
9
4
0
円
」
が
補
助

ベ
ー
ス
と
な
る
。
た
だ
し
、
実

際
に
診
療
し
た
人
数
分
は
診
療

報
酬
か
ら
支
払
わ
れ
る
た
め
、

補
助
金
か
ら
は
減
額
さ
れ
て
交

付
さ
れ
る
（
表
2
）。
対
象
医

療
機
関
は
都
道
府
県
よ
り
「
診

発熱外来
診療時間

基準患者数

（その時間ごとの補助上限の患者数）
7 時間 20.0人

6 時間 17.1人

5 時間 14.3人

4 時間 11.4人

3 時間  8.6人

2 時間  5.7人

1 時間  2.9人

 10月
区分

1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 9 日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 小計
（木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金）

開 設 時 間 7.0 7.0 4.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 4.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 92.0
基準患者数 20.0 20.0 11.4 0.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 11.4 0.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 262.9
受入患者数 12.0 10.0 24.0 10.0 4.0 12.0 12.0 10.0 3.0 6.0 8.0 5.0 5.0 25.0 146.0
体制確保数 8.0 10.0 0.0 0.0 10.0 16.0 8.0 8.0 10.0 8.4 0.0 14.0 12.0 15.0 15.0 0.0 134.4

 10月
区分

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 小計 合計（土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土）

開 設 時 間 4.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 4.0 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 4.0 82.0 174.0
基準患者数 11.4 0.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 11.4 0.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 11.4 234.3 497.1
受入患者数 6.0 12.0 13.0 14.0 8.0 7.0 15.0 21.0 16.0 12.0 12.0 8.0 144.0 290.0
体制確保数 5.4 0.0 8.0 20.0 7.0 6.0 12.0 4.4 0.0 5.0 0.0 4.0 8.0 8.0 3.4 91.3 225.7

表 3 

エ
ン
ザ
流
行
期
に
備
え
た
発
熱

患
者
の
外
来
診
療
・
検
査
体
制

確
保
事
業
」
と
し
て
体
制
確
保

に
要
す
る
経
費
へ
の
支
援
補
助

金
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。「
体

制
確
保
料
」
と
し
て
発
熱
外
来

専
用
診
察
室
一
つ
に
つ
き
、
1

日
（
7
時
間
）
当
た
り
で
最
大

患者受入実績表見本（記入例：土曜日のみ 4 時間受診、あとは 7 時間受診の場合）

か
に
増
や
す
④
帰
国
者
・
接
触

者
相
談
セ
ン
タ
ー
は
帰
国
者
・

接
触
者
外
来
を
案
内
す
る
従
前

の
役
割
を
解
消
。
住
民
が
相
談

す
る
医
療
機
関
に
困
っ
た
場
合

の
相
談
先
と
し
て
「
受
診
・
相

談
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」
と
し
て

体
制
を
維
持
・
確
保
―
と
い
う

も
の
（
本
紙
3
0
8
2
号
既

報
）。
10
月
2
日
に
は
厚
労
省

か
ら
、
鼻
腔
ぬ
ぐ
い
液
を
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
抗
原
定
性
検
査
の

検
体
と
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
旨
の
通
知
が
発
出
さ
れ

た
。

　
こ
う
し
た
国
の
方
針
を
受

け
、
京
都
府
で
は
京
都
府
医
師

会
等
と
も
相
談
し
体
制
整
備
に

向
け
た
方
針
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　
10
月
15
日
時
点
で
出
さ
れ
て

い
る
資
料
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
検
査
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
検
査
を
整
理
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト

で
採
取
し
た
鼻
腔
ぬ
ぐ
い
液
の

処
理
液
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
抗

原
迅
速
検
査
で
使
用
で
き
る
こ

と
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査
を

し
た
検
体
処
理
液
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-
19
抗
原
定
性
検
査
に
は
使

用
で
き
な
い
）
や
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

一
つ
の
プ
レ
ー
ト
で
検
査
で
き

る
キ
ッ
ト
が
10
月
中
に
販
売
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。「
診

療
・
検
査
指
定
医
療

機
関
（
仮
称
）」
の

指
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
。
ま
た
指
定
医

療
機
関
に
は
国
が
個

人
防
護
具
の
支
給
を

実
施
す
る
と
し
て
い

る
。

新　型
コロナ

「20年度インフルエンザ流行期に備えた発熱患者の外来診療・検査体制確保事業のご案内（10月 9 日厚生労働省健康局感染症課）」「季節性インフルエンザ、COVID-19流行を踏まえた発熱患者受け入れ体制（診療・検査
医療機関）について（10月13日公益社団法人日本医師会）」「京都医報付録・新型コロナウイルス感染症関連情報第14報（10月15日一般社団法人京都府医師会）」を参照
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京
都
保
険
医
新
聞
で
は
、「
私

が
す
す
め
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
と

す
る
会
員
か
ら
の
原
稿
に
よ
り
、

紙
面
が
大
い
に
活
性
化
さ
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
特
に
勧
め
る
意

図
が
な
く
と
も
、
関
心
・
興
味
が

深
い
テ
ー
マ
で
も
よ
い
。
い
つ
ぞ

や
は
、
優
良
映
画
を
勧
め
る
「
妻

と
二
人
の
映
画
鑑
賞
」
と
い
う
、

映
画
を
鑑
賞
し
た
の
は
本
当
に
妻

と
二
人
で
？　
と
疑
っ
て
み
た
く

な
る
シ
リ
ー
ズ
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
最
近
も
「
私
の
す
す
め
る

B
O
O
K

」
と
し
て
、
必
ず
一
読

し
て
い
ろ
い
ろ
考
え
直
す
の
が
よ

い
と
の
書
籍
の
紹
介
文
も
あ
っ

た
。
現
在
、
編
集
委
員
会
で
考
察

中
の
紙
上
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
め
げ
ず
に
「
京
都
の

温
泉
地
め
ぐ
り
」「
洛
都
の
う
ま

い
地
酒
・
地
ビ
ー
ル
に
あ
う
美
味

い
佃
煮
・
漬
物
・
精
進
料
理
」
な

ど
も
あ
ろ
う
が
、「
推
薦
本
」
も

よ
か
ろ
う
と
「
私
の
す
す
め
る

ら
く
読
ん
で
み
て
も
神
さ
え
知
ら

ぬ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
12
月
11

日
の
初
頁
は
、
若
い
緑
の
ワ
ニ
君

は
リ
ュ
ッ
ク
姿
で
、
誰
し
も
明
日

に
死
ぬ
か
も
し
れ
ず
と
も
、
一
生

懸
命
今
日
を
生
き
る
元
気
な
歩
み

で
あ
る
。
知
ら
ぬ
病
で
緩
和
病
棟

の
入
院
3
カ
月
を
越
せ
ず
に
他
界

と
な
る
様
子
で
も
な
い
。

　
な
ら
ば
、
1
0
0
日
後
と
は
限

る
ま
い
。
7
月
31
日
厚
労
省
発
表

の
簡
易
生
命
表
で
は
、
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
男
性
81
・
41
歳
、
女

性
87
・
45
歳
で
、
去
る
年
12
月
の

誕
生
日
に
古
希
か
ら
丸
1
年
を
経

過
し
た
自
分
な
ら
そ
の
差
は
も
は

や
10
年
も
な
い
（
余
命
は
も
う
少

し
あ
ろ
う
が
）。
た
と
え
ば
、
妻

が
里
帰
り
し
て
一
緒
に
訪
問
し
た

時
、
今
は
亡
き
舅
ど
の
が
「
わ
し

は
今
、
人
生
の
完
成
を
控
え
て
大

事
な
時
期
に
入
っ
た
。
分
か
る

か
？
」
と
妻
に
仰
せ
で
あ
っ
た
の

を
思
い
出
す
。
自
分
も
今
年
は
覚

悟
を
決
め
て
、
残
っ
た
大
き
い
仕

事
を
早
く
片
づ
け
、
真
面
目
に
終

活
を
開
始
し
て
、
悟
り
の
道
へ
と

勤
し
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
書
で
は
、
12
月
14
日
、
赤
信

号
で
横
断
歩
道
を
渡
る
ひ
よ
こ
を

交
通
事
故
の
危
険
か
ら
救
い
、

「
危
な
い
！
」「
無
事
で
よ
か
っ
た
」

「
気
を
付
け
な
い
と
死
ん
じ
ゃ
う

よ
！
」
と
、
事
故
防
止
へ
の
学
び

と
す
る
。
3
月
20
日
の
1
0
0
日

目
、
別
の
ひ
よ
こ
を
ま
た
助
け
、

熱
中
症
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で

は
な
い
が
、
ワ
ニ
君
の
姿
も
遂
に

消
え
失
せ
る
。
交
通
安
全
を
も
促

進
し
、
若
い
ま
ま
で
も
す
で
に
高

齢
化
し
て
い
て
も
、
永
遠
に
生
き

ら
れ
る
如
く
に
学
び
続
け
る

（
Ｍ
・
ガ
ン
ジ
ー
）、
健
や
か
な
る

長
生
き
へ
と
の
推
奨
譚
で
あ
る
。

ご
購
入
・
ご
一
読
を
お
勧
め
す

る
。 

（
宇
治
久
世
・
宇
田 

憲
司
）

明
日
は
死
ぬ
か
の
よ
う
に
今
日
生
き

永
遠
に
生
き
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
今
日
も
学
ぶ

『100日後に死ぬワニ』
小学館サービス

発行日 2020年 4 月 8 日
本体価格 1,000円
著者　きくちゆうき

B
O
O
K

」
に
寄
稿
し
て
み
た
く

な
っ
た
。
な
お
、
改
訂
が
な
い
限

り
、
発
行
日
は
初
版
発
行
日
を
記

載
す
る
。

　
最
近
、『
1
0
0
日
後
に
死
ぬ

ワ
ニ
』
な
る
マ
ン
ガ
本
が
目
に
つ

い
て
、
何
年
か
後
の
我
が
身
な
ら

ず
や
と
題
名
に
引
か
れ
て
買
っ
て

み
た
。
そ
の
時
偶
然
何
が
起
こ
っ

て
ワ
ニ
が
他
界
す
る
の
か
、
し
ば

　
当
院
は
京
都
府
で
は
最
南
端

に
位
置
す
る
第
二
種
感
染
症
指

定
医
療
機
関
で
す
。
感
染
病
床

は
10
床
で
、
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ‒

19
の
流
行
が
最
初
の
活
用

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

感
染
拡
大
に
対
す
る
当
院
の
対

応
と
、
難
渋
し
た
点
お
よ
び
今

後
の
課
題
と
対
応
策
を
記
し
ま

す
。

感
染
病
棟
の

受
入
状
況

　
3
月
19
日
最
初
の
患
者
の
受

け
入
れ
以
来
、
10
月
5
日
の
現

時
点
ま
で
の
入
院
患
者
数
は
63

人
で
す
。
山
城
南
医
療
圏
を
中

心
に
山
城
北
医
療
圏
な
ど
他
地

域
か
ら
の
患
者
も
受
け
入
れ
ま

し
た
。
最
初
の
患
者
は
高
齢
・

だ
い
て
い
ま
す
。
敷
地
内
の
プ

レ
ハ
ブ
で
検
体
採
取
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
当
院
は
Ｊ
Ｒ

木
津
駅
に
隣
接
し
て
お
り
、
周

辺
か
ら
の
非
難
の
声
も
あ
り
苦

慮
致
し
ま
し
た
。

疑
似
感
染
症
例
は

増
加
傾
向

　
当
院
で
は
独
自
の
問
診
に
よ

る
ス
コ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
し
、

救
急
を
含
む
受
診
者
の
要
検
査

症
例
に
抗
原
検
査
・
P
C
R

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入

院
の
必
要
な
疑
似
感
染
者
は
個

室
管
理
と
フ
ル
Ｐ
Ｐ
Ｅ
で
対
処

基
礎
疾
患
あ
り
と
重
症
化
が
危

惧
さ
れ
、
人
工
呼
吸
器
も
準
備

し
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
酸
素

投
与
・
ア
ビ
ガ
ン
服
用
で
回
復

し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
入
院
患
者
に
は
陽
性

者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
疑

似
感
染
症
例
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク

が
比
較
的
高
い
と
さ
れ
る
手

術
・
内
視
鏡
・
嚥
下
訓
練
な
ど

の
対
象
症
例
は
積
極
的
に
検
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

収
益
減
少
と
職
員
の

疲
弊
が
大
き
な
問
題

　
受
診
控
え
な
ど
に
よ
る
病
院

収
益
の
減
少
は
顕
著
で
あ
り
、

今
後
の
運
営
に
不
安
が
残
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
患
者
を
診
て
い
る

さ
れ
ま
し
た
。 

　
主
な
治
療
は
、
酸
素
療
法
：

10
人
、
ア
ビ
ガ
ン
内
服
：
19

人
、
オ
ル
ベ
ス
コ
吸
入
：
18
人

で
し
た
。
幸
い
に
し
て
全
員
無

事
回
復
さ
れ
、
超
重
症
化
症
例

な
ら
び
に
死
亡
者
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
。帰

国
者
・
接
触
者

外
来
設
置
に
非
難
も

　
こ
れ
ま
で
の
受
診
者
は
5
8

4
人
で
、
う
ち
22
人
（
3
・
8

％
）
が
陽
性
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
当
院
と
保
健
所
の

み
で
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
近
隣
の
病

院
・
診
療
所
も
参
画
し
て
い
た

危
険
な
病
院
と
し
て
根

拠
の
な
い
風
評
に
困
惑

し
ま
し
た
。
長
期
に
わ

た
る
職
員
の
心
理
的
疲

弊
も
大
き
な
問
題
で
す
。

　
感
染
防
御
の
た
め
の

物
品
、
特
に
Ｎ
95
マ
ス

ク
・
Ｐ
Ｐ
Ｅ
・
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
・
手
袋
な
ど
は
常

に
品
薄
で
あ
り
、
貴
重
品
と
し

て
管
理
し
て
い
ま
す
。

当
地
域
へ
の
検
査

セ
ン
タ
ー
設
置
を
切
望

　
今
後
も
当
医
療
圏
で
の
感
染

者
、
特
に
中
等
症
患
者
を
中
心

に
入
院
受
け
入
れ
を
継
続
す
る

方
針
で
す
。
冬
季
に
予
測
さ
れ

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時

流
行
に
備
え
（
現
在
は
抗
原
検

査
と
簡
易
P
C
R
検
査
の
み

で
す
）、
両
者
を
含
む
13
種
の

感
染
症
検
査
が
同
時
に
可
能
な

装
置
を
導
入
予
定
で
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
透
析
室
・
産
婦
人

科
病
棟
に
は
専
用
隔
離
ス
ペ
ー

ス
を
設
営
し
ま
し
た
。
第
二
波

の
収
ま
ら
な
い
ま
ま
複
数
ウ
イ

ル
ス
の
同
時
流
行
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
最

も
必
要
な
の
は
、
一
般
診
療
と

熱
発
者
を
分
離
す
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
当
地
域
に
も
検
査

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
の
医
療 

熟
考
す
る
機
会
に

　
最
初
の
患
者
受
け
入
れ
要
請

の
際
、
緊
急
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
が
、
幹
部
お
よ
び
感
染
関

連
部
署
の
誰
一
人
反
対
す
る
職

　
協
会
は
、
10
月
16
日
に（
株
）

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

よ
り
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
寄

贈
を
受
け
た
。
同
社
は
フ
ィ
ル

ム
の
加
工
製
品
を
取
り
扱
う
左

京
区
の
会
社
で
、
コ
ロ
ナ
対
策

で
使
用
し
て
ほ
し
い
と
3
種
類

の
形
状
各
50
枚
を
持
っ
て
来

フェイス
シールドの
寄贈受ける

局
。
同
社
代
表
取
締
役
の
中
井

基
雄
氏
よ
り
鈴
木
理
事
長
ら
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

寄
贈
さ
れ
た
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
を
装
着
し
た
鈴
木
理
事
長
と

名
倉
監
事

員
は
な
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
と
の

戦
闘
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
い

ま
だ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
正
体
が
わ

か
ら
な
い
時
期
に
自
身
の
危
険

も
か
え
り
み
ず
医
療
・
看
護
を

し
て
く
れ
た
職
員
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、
行
動
自
粛
を

遵
守
し
て
く
れ
た
全
職
員
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
当
院
の
奮
闘

を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

三
沢
所
長
を
は
じ
め
、
山
城
南

保
健
所
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当

院
は
今
後
も
京
都
府
南
部
の
拠

点
病
院
と
し
て
、
そ
の
責
務
を

全
う
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
私
論
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
時
の
流
れ
が
加

速
し
、
一
気
に
5
年
程
過
ぎ
た

感
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も

必
要
な
医
療
・
将
来
の
医
療
と

は
何
か
、
今
が
熟
考
す
る
良
い

機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
10
月
5
日
記
載
）

外
科
診
療
内
容
向
上
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
拡
大
に
よ

り
、
患
者
の
い
の
ち
・
健
康
と
地
域
医
療
を
守
ろ
う

と
地
域
の
医
療
者
が
奮
闘
し
て
い
る
。
そ
の
実
態
を

聞
き
た
い
と
、
今
回
は
発
熱
外
来
を
設
置
し
た
京
都

山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
井
一
郎
院
長
に
寄
稿

い
た
だ
い
た
。

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
の

 
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒

19
へ
の
対
応
と
今
後
の
課
題

地域医療
をきく! 10京都山城総合

医療センター

新型コロナ編

〈プロフィール〉
1980年・京都府立医大卒業、
外科医師／2004年・現病院
着任／2013年より現職、京
都府立医大特任教授、全国
国保診療施設協議会理事、
同京都支部副会長／全国自
治体病院前理事、同前京都
支部長

京都山城総合医療センター
院長　中井 一郎

日　時 11月21日（土） 午後４時～５時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ （Web配信あり）
次　第 ①保険医協会からの情報提供
 ② 特別講演
  「あしの外来でみる静脈に関わる症状とは？ 
 ― あしのしびれから静脈性潰瘍まで ―」
  医療法人澄心会岐阜ハートセンター　形成外科部長　菰田 拓之 氏

共　催 京都外科医会　京都府保険医協会
※ 新型コロナウイルス感染防止対策として、会場の座席数
を制限しています。 
事前申込なしでの参加は原則お受けできません。

※ 外科医会非会員の先生でご参加を希望される場合は、グ
リーンペーパーNo.290（10月25日発行）P.56の参加
申込書にて保険医協会事務局までお申し込み下さい。

※ 外科医会会員の先生は、外科医会から別にお送りしてい
る案内ハガキでお申し込み下さい。

※ 日医生涯教育講
座カリキュラム
コード：63四肢
のしびれ

　（１単位）
※ 日本専門医機構
外科領域講習　
１単位

2 0 2 0 年 (令和 2年)1 0 月 2 5 日 第 3 0 8 4 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行



運
転
資
金
の

 

手
数
料
も
無
料
に 設備資金、子弟教育資金、自由ローン（使途自由）もあります。いずれも低利で斡旋しています。

京都府保険医協会までお問い合わせ下さい。

保険医協会は医業経営をさらにバックアップします

協会の制度融資をご活用下さい

新規開業資金
期　間：20年
限度額：1 億円
斡旋手数料：無料
（2021年 5 月委員会決定分まで）

運転資金 期　間：1 年（短期）
 3 年（中期）
 5 年（長期） 以内
限度額：1,000万円
斡旋手数料：無料
（2020年11月委員会決定分まで）

利率
0.6％ 利率

0.3％

京都
銀行
取扱い

年会費
永久無料

◆  万が一、事故やケガ、
病気で「就労不能」状
態になったとき入院
中だけでなく、自宅
療養でも

一番必要なのは休業中の収入補償 !

休業補償制度
医院の
維持・継続
に最適 !

所得減少リスクを
カバーする
保険として最適
です。

（所得補償保険）

年会費
永久無料永久無料

ＤＣゴールドカード

　京都クレジットサービス㈱と提携して
いるゴールドカードは、京都府保険医協
会の会員は個人・家族・法人カードとも
年会費は永久無料です。
　有利な特典も備えております。ぜひお
申込みをご検討下さい。

加入者が新型コロナ
ウイルスに感染し休
業した場合は保険の
対象です

金利・
手数料 優遇キャンペーン実施中

※利率は12月 1 日付で見直します

のご案内

保険医年金
後半期普及終了

配当金 17.29%（2019年実績）
※ 数字は年間保険料に対する割合です。

グループ保険

● 申し込みは健康状態等の告知のみ。
● 万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●  保険金は500～6,000万円から選択できます（年齢により加入できる保険金額は異なります）。
●  新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資格を満たす限り保険年齢75歳まで。
● 配偶者は3,000万円まで、 お子様 （ 3 ～22歳） は400万円まで加入できます。
● １年ごとに収支計算を行い、 剰余金が生じた場合は、 配当金を受け取れます。
※保険医共済会への入会 （入会金1,000円） が必要です。

2019年から 掛金が安くなりました。
 会員の最高保険金額も6,000万円に。

生 命 保 険
※ 毎月10日締切で受付。効力発行は 2 カ月後の 1 日から。

医療行為・医療施設（建物・設備）
や給食に基づく賠償責任

医師賠償責任保険
産業医・学校医等

嘱託医活動賠償責任保険

介護サービス等に基づく賠償責任

ウ ォ ー ム ハ ー ト
（介護福祉事業者等賠償責任保険）

針刺し事故等への備え、
従業員の福利厚生に
針刺し事故等補償プラン

針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

医師・医療機関にとって賠償責任への備えは必須です。保険医協会の保険は会員のみ
なさまからのニーズにお応えして、多様な補償をご用意しています。

いつでも加入・型変更ができます

保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・
医療従事者を取り巻くリスクに対応できる
各種制度をご用意しています。リスク対策
は万全か、いま一度ご確認下さい。

医療機関のリスクを
まるごとサポート

個人情報漏えい保険

サ イ バ ー 保 険

「積立金のお知らせ兼生命保険料控除
証明書」を送付
　10月下旬から順次、大樹生命本社よりお送り
します。積立金額は、2020年８月末現在の金額
となっています。基本年金額の試算も掲載され
ておりますのでご参照下さい。
　また、このお知らせの下段に、生命保険料控
除証明書がついています。年末調整時、または
確定申告時まで紛失しないように保管し、切り離
してお使い下さい。保険医年金は、「一般の生命
保険料控除」の対象となります。個人年金保険
料控除には該当しませんのでご注意下さい。

新
規
・
増
口
の
ご

加
入
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

2 0 2 0 年 (令和 2年) 1 0 月 2 5 日第 3 0 8 4 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

お申し込み・お問い合わせは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

  2021年４月から 医師賠償責任保険に

300型 （1事故3億円／期間中9億円）を新設
高額な賠償請求に備え、保険金額を引き上げました
　※Ｃ型（法人診療所）、Ｄ型（法人病院）、Ｅ型（勤務医師）が対象
詳細については21年1月25日発行の本紙に同封を予定している案内パンフレットでご確認下さい。

健
康
時
の
所
得

健
康
時
の
所
得

健
康
時
の
所
得
に
回
復

診
療
報
酬

診
療
報
酬

窓口
収入傷病手当金

健
康
時
の
所
得
に
回
復

診
療
報
酬

診
療
報
酬

窓口
収入傷病手当金

仕事復帰

所
得
減
少

所
得
減
少

仕事復帰

所得補償保険に加入していると・・・

補償は、１年・２年・４年

コースから選べます病気で入院

病気で入院

所得補償保険

所得減少をカバー



レ
セ
プ
ト
請
求
時
の
コ
ー
ド
入
力
　
そ
の
2

　大変好評の「医療安全研修DVD」シリー
ズ第３弾を発行しました。今回は、「医事紛
争事例集―医師が選んだ60事例」（2019年
９月25日発行）に掲載の全事例を収載しま
した。
　医療法では、従業員に対して年２回程度
の医療安全研修会の実施が求められていま
す。ぜひこのDVDをご活用下さい。

定価 11,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 各税込送料別

医 療 安 全 研 修
DVD partⅢ

シリーズ第 3 弾を発行

絶賛発売中!!

無料相談協会の

法 律

税 務 建 築

金 融 雇用管理

廃棄物処理

◇ 会員の希望される 
専門家をご紹介します

◇ 随時、必要な時に相談 
できます
  ご都合の良い日を
各種専門家と日程調整します
◇相談は無料
 （ただし、１事案１回限り）
※ １事案につき１回の無料相談を
超えてのご相談は、個別相談に
移行し有料になります

詳
細
は
協
会
ま
で

　
Ｑ
、
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
の

場
合
、
10
月
診
療
分
よ
り
ほ
と

ん
ど
の
診
療
行
為
に
つ
い
て
、

割
り
当
て
ら
れ
た
レ
セ
プ
ト

コ
ー
ド
を
用
い
た
表
示
文
言
入

力
が
必
須
と
な
っ
た
が
、
次
の

場
合
は
ど
う
か
。

　
①
医
療
機
関
宛
の
診
療
情
報

提
供
料
（
Ⅰ
）
算
定
時
の
情
報

提
供
先

　
②
初
回
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
の
実

施
年
月
日

　
③
他
の
医
療
機
関
で
撮
影
し

た
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
診

断
し
た
際
の
単
純
撮
影
の
撮
影

部
位

　
④
処
方
箋
料
を
算
定
し
院
外

処
方
で
湿
布
薬
を
投
与
し
た
場

合
の
、
湿
布
薬
の
1
日
用
量
ま

た
は
投
与
日
数

　
Ａ
、
①
②
は
不
要
で
す
。
③

④
は
必
要
で
す
。

　
①
②
に
つ
い
て
は
、
明
細
書

の
記
載
要
領
別
表
1
の
記
載
事

項
欄
に
そ
れ
ぞ
れ
「
保
険
医
療

機
関
以
外
の
機
関
へ
の
診
療
情

報
を
提
供
し
た
場
合
」「
前
立

腺
が
ん
の
確
定
診
断
が
つ
か
ず

前
立
腺
特
異
抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）

を
2
回
以
上
算
定
す
る
場
合
」

（
70
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
、
糖
尿
病
・
狭
心

症
・
小
腸
広
範
切
除
・
Ｃ
型
慢

性
肝
炎
・
慢
性
腎
不
全
・
尿
路

感
染
症
等
の
既
往
症
が
あ
り
、

要
介
護
度
5
で
あ
っ
た
。
Ａ
医

療
機
関
に
入
院
中
は
、
経
中
心

静
脈
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
を
受

け
、
退
院
に
際
し
同
医
療
機
関

か
ら
依
頼
さ
れ
、
本
件
医
療
機

関
は
在
宅
中
心
静
脈
栄
養
法
管

理
の
た
め
、
訪
問
診
療
を
開
始

し
た
。
Ａ
医
療
機
関
か
ら
、
2

週
間
に
1
回
の
ポ
ー
ト
の
静
注

針
を
交
換
す
る
こ
と
を
指
示
さ

れ
た
。
訪
問
診
療
開
始
8
日
後

に
右
前
胸
部
の
ポ
ー
ト
針
の
交

換
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
の
約
2

怠
っ
た
と
し
て
、
弁
護
士
を
介

し
て
賠
償
請
求
し
た
。
し
か

し
、
医
療
機
関
側
が
過
誤
を
認

め
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
訴

訟
を
申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
針

交
換
は
通
常
の
医
療
行
為
で
あ

り
、
敗
血
症
は
ポ
ー
ト
か
ら
の

漏
れ
が
そ
の
原
因
と
は
考
え
難

く
、
漏
れ
の
予
防
も
不
能
で

あ
っ
た
と
し
て
無
責
を
主
張
。

ま
た
、
ポ
ー
ト
穿
刺
部
の
逸
脱

が
原
因
で
胆
嚢
炎
を
引
き
起
こ

し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
因
果

関
係
を
否
定
し
た
。
な
お
、
死

因
は
患
者
の
原
疾
患
で
あ
る
糖

尿
病
や
Ｃ
型
肝
炎
等
に
よ
る
免

疫
不
全
と
主
張
し
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

3
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
Ａ
医
療
機
関
に
入
院
後
も
、

ポ
ー
ト
は
そ
の
ま
ま
留
置
し
、

そ
の
後
も
使
用
し
て
い
た
が
、

感
染
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
敗
血
症
の

原
因
が
そ
の
部
位
か
ら
の
感
染

と
は
考
え
難
く
、
患
者
側
の
一

方
的
な
誤
解
と
推
測
さ
れ
る
。

因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
以

上
は
、
無
責
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
さ
ら
に
、
手
技
等
に

関
し
て
も
、
本
件
医
療
機
関
に

問
題
は
な
く
、
Ａ
医
療
機
関
に

お
い
て
も
通
常
の
医
療
行
為
が

実
施
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
な
お
、
死
因
の
厳
密
な
特

定
は
解
剖
を
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
困
難
で
あ
っ
た
。
訴
訟
後

も
医
療
機
関
側
は
、
医
療
過
誤

週
間
後
に
2
回
目
の
針
交
換
を

実
施
し
た
。
そ
の
翌
日
、
訪
問

看
護
師
か
ら
、
右
肩
か
ら
右
胸

部
に
浮
腫
を
認
め
る
と
の
電
話

報
告
が
あ
っ
た
た
め
、
Ａ
医
療

機
関
へ
の
救
急
受
診
を
勧
め
、

入
院
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
患

者
は
胆
嚢
炎
を
併
発
し
て
敗
血

症
と
な
り
、
約
3
カ
月
後
に
死

亡
し
た
。 

　
患
者
側
は
、
医
療
機
関
は

ポ
ー
ト
等
か
ら
感
染
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
を

中
心
静
脈
栄
養
管
理
中
に
点
滴
針
か
ら
感
染
し

敗
血
症
死
し
た
と
訴
え
ら
れ
た
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
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が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
訴
え

続
け
た
が
、
裁
判
所
は
低
額
で

の
和
解
を
勧
告
し
て
き
た
。
医

療
機
関
側
は
当
初
は
、
和
解
を

拒
否
し
た
が
、
和
解
勧
告
額
が

さ
ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め

に
、
早
期
解
決
の
手
段
と
し
て

和
解
を
了
承
し
た
。
本
来
、
医

療
過
誤
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
判
決
を
待
つ
こ
と
が
妥
当

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

裁
判
所
は
結
審
後
に
和
解
勧
告

を
し
て
く
る
こ
と
が
多
々
あ

る
。
裁
判
所
が
和
解
勧
告
を
し

て
き
た
か
ら
と
言
っ
て
必
ず
そ

れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
な
い
が
、
和
解
金
の
額

と
そ
れ
を
算
定
し
た
裁
判
所
の

理
由
を
み
て
、
本
件
に
関
わ
る

裁
判
所
の
心
証
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

〈
結
果
〉

　
裁
判
所
の
当
初
の
和
解
勧
告

を
下
回
る
額
で
和
解
し
た
。
な

お
、
和
解
額
は
患
者
側
か
ら
の

訴
額
の
約
70
分
の
1
で
あ
っ
た
。

と
記
載
す
る
場
合
の
条
件
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
レ
セ

プ
ト
コ
ー
ド
を
用
い
た
表
示
文

言
入
力
で
も
同
様
の
前
提
と
な

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
①
②
は
10

月
診
療
分
以
降
も
、
引
き
続
き

記
載
は
不
要
で
す
。

　
③
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
か

か
る
撮
影
部
位
に
つ
い
て
は
、

写
真
診
断
の
単
純
撮
影
に
つ
い

て
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
他
医
撮
影
の
フ
ィ
ル
ム
の

診
断
に
つ
い
て
も
同
点
数
を
算

定
す
る
こ
と
か
ら
、
記
載
は
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
④
の
湿
布
薬
の
投
与
に
つ
い

て
は
、
薬
剤
等
（
院
内
処
方
）

と
処
方
箋
料
（
院
外
処
方
）
の

共
通
の
記
載
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
院
外
処
方
で
処
方
箋
料
を

算
定
し
た
場
合
で
も
記
載
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ら
の
溶
解
に
よ
り
誰
も
免
疫
を

持
た
な
い
致
死
性
病
原
体
が
世

界
に
放
た
れ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
起
こ
す
可
能
性
は
絵
空
言
と

は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
実
際

に
世
界
各
地
の
氷
河
や
氷
床
よ

り
は
多
く
の
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

　
地
球
上
の
生
物
で
人
類
た
だ

一
種
の
、
か
つ
そ
の
一
部
の
恵

ま
れ
た
人
々
を
主
と
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
浪
費
に
伴
い
出
現
し

て
き
た
温
暖
化
は
加
速
傾
向
に

あ
り
、
全
地
球
生
物
の
存
亡
に

も
関
わ
る
よ
う
な
大
事
と
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
近
年
シ

ベ
リ
ア
な
ど
の
永
久
凍
土
層
の

溶
解
や
、
Ｃ
Ｏ
２
よ
り
10
倍
以

上
強
力
な
温
室
効
果
ガ
ス
と
さ

れ
る
メ
タ
ン
の
大
気
中
へ
の
放

出
が
報
告
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　
永
久
凍
土
層
に
は
人
類
出
現

以
前
の
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
、
病

死
し
た
人
や
大
型
生
物
な
ど
も

凍
結
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

Ｄ-

19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対

す
る
世
界
各
国
の
首
脳
達
の
立

ち
振
る
舞
い
は
、
お
よ
そ

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
か
け
離

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
政
治
家
は
明
日
に
で

も
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
よ
う
な

口
ぶ
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
副

反
応
・
抗
体
持
続
性
・
抗
体
依

存
性
感
染
増
強
・
ウ
イ
ル
ス
変

異
な
ど
問
題
は
山
積
し
て
お

り
、
も
し
完
成
し
た
と
し
て
も

安
全
に
一
般
大
衆
に
接
種
可
能

に
な
る
ま
で
に
は
年
余
の
時
間

が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
複
数
の
大
国
が
政
治
道

具
と
し
て
、
完
成
も
し
て
い
な

い
ワ
ク
チ
ン
を
餌
に
し
た
、
積

極
的
な
外
交
を
行
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
ま
だ
効
果
や
安
全

性
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
心
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
全
世
界
へ
の
平
等
な
ワ
ク
チ

ン
配
布
を
目
的
と
し
た
、

CO
V
A
X

 Facility 

に
も
ワ

ク
チ
ン
開
発
中
の
大
国
で
あ
る

中
国
・
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
は

参
加
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
な
お
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
影
響
を
軽
視
し
た
り
、
経
済

優
先
発
言
を
し
て
い
た
首
脳
た

ち
9
人
は
、「
政
治
家
は
科
学

者
や
医
師
よ
り
も
生
死
に
多
大

な
影
響
を
与
え
ら
れ
る
事
を
実

証
し
た
」
と
し
て
イ
グ
ノ
ー
ベ

ル
・
医
学
教
育
賞
（
副
賞
：
10

兆
ジ
ン
バ
ブ
エ
ド
ル　
最
低
時

レ
ー
ト
で
約
4
円
・
換
金
不

能
）
に
輝
い
て
い
ま
す
。
最
初

期
に
流
行
の
隠
蔽
を
指
導
し
た

と
さ
れ
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
最
大
貢
献
者
で
あ
ろ
う
某

国
指
導
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い

の
が
不
思
議
で
す
が
…
。

　
ま
あ
開
い
て
し
ま
っ
た
パ
ン

ド
ラ
の
箱
は
今
さ
ら
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
繰
り
返
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

対
し
、
残
さ
れ
た
希
望
の
虫
を

生
か
す
科
学
的
思
考
の
で
き

る
、
聡
明
で
実
力
の
あ
る
政
治

家
（
で
き
れ
ば
医
系
）
の
出
現

を
切
望
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　
実
情
を
見
て
い
る
と
、
医
師

や
科
学
者
は
政
治
家
に
比
し
無

力
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で

す
…
。

　
法
治
国
家
な
の
に
自
己
都
合

で
法
す
ら
順
守
し
よ
う
と
し
な

い
某
大
国
の
指
導
者
に
対
し
、

Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
に
非
難
の
意
見
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
聞
く
耳
は
持

た
な
い
で
し
ょ
う
が
…
。

　
無
理
が
通
れ
ば
道
理
が
引
っ

込
む
・
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈

だ
、
と
か
く
人
の
世
は
住
み
に

く
い
…
嗚
呼
。

　（
環
境
対
策
委
員
長

 

武
田 

信
英
）

地
球
温
暖
化
依
存
性
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
?!

環
境
問
題

環
境
問
題

147

や
、
既
知
の
も
の
で
も
過
去
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
・
天
然
痘
な
ど
の
ウ
イ
ル

ス
・
炭
そ
菌
の
芽
胞
・
病
原
性

細
菌
な
ど
の
存
在
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
未
知
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
対
し
て
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

抜
き
の
全
人
類
で
立
ち
向
か
わ

ね
ば
な
ら
な
い
の
が
当
然
な
の

で
す
が
、
現
在
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
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対　　象：京都府保険医協会会員
 ※原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
 ※ 希望多数の場合、早めにご返却いただ

くことがあります

貸出モデル： ＣＰＲ対応訓練用モデル
 （除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

CPR対応訓練用モデル

　協会では、医療安全対策の一環として医療機関向けに除細動のトレーニン
グにも対応できる救急蘇生モデルの貸し出しを行っています。院内や院外で
の除細動器を使った実践的なＣＰＲトレーニングにご活用下さい。

貸出料　無料

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を

貸 出 要 領



　
関
電
病
院
で
も
転
院
翌
日
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
。
午
前
中

は
Ｐ
Ｔ
、
そ
の
あ
と
Ｏ
Ｔ
、
午

後
3
時
か
ら
Ｐ
Ｔ
の
計
3
時

間
。
療
法
士
は
各
科
（
各
階
）

に
配
属
さ
れ
、
日
本
庭
園
の
あ

る
3
階
リ
ハ
室
は
広
く
、
外
来

の
患
者
さ
ん
も
含
め
て
1
0
0

人
程
が
集
ま
る
賑
や
か
な
訓
練

室
に
な
っ
て
い
た
。
大
型
の
マ

シ
ン
が
並
び
、
大
き
な
テ
レ
ビ

画
面
に
向
か
っ
て
運
転
の
練
習

を
し
て
い
る
人
も
い
て
楽
し
そ

う
。
私
も
最
初
の
筋
力
チ
ェ
ッ

ク
で
、
和
歌
山
医
大
附
属
病
院

で
の
リ
ハ
ビ
リ
の
お
か
げ
で
、

結
構
筋
力
が
つ
い
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
、
い
き
な
り
ハ
ー
ネ

ス
で
つ
り
下
げ
ら
れ
て
ト
レ
ッ

ド
ミ
ル
歩
行
に
ト
ラ
イ
。
担
当

Ｐ
Ｔ
の
Ｏ
さ
ん
と
喜
ぶ
。「
あ

れ
っ
、
い
け
る
や
ん
」。

　
在
宅
復
帰
を
目
指
す
回
復
期

リ
ハ
病
棟
の
こ
の
病
院
で
の
お

約
束
が
い
く
つ
か
あ
り
、
食
事

は
ラ
ウ
ン
ジ
と
呼
ぶ
ホ
ー
ル
に

集
合
し
て
み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て

い
た
だ
く
。
パ
ジ
ャ
マ
は
だ
め

で
着
替
え
て
洗
顔
を
す
ま
せ
、

身
だ
し
な
み
を
整
え
て
朝
の
ご

あ
い
さ
つ
に
。
一
斉
に
集
ま
る

た
め
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
看
護

師
、
看
護
助
手
さ
ん
た
ち
の
仕

事
ぶ
り
が
凄
い
。
排
泄
の
お
世

話
が
難
問
で
あ
る
。
右
麻
痺
、

左
麻
痺
、
車
椅
子
用
等
と
い
く

つ
も
の
タ
イ
プ
の
ト
イ
レ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
適
切
に
適

時
に
44
人
全
員
の
順
番
を
考
え

な
が
ら
こ
な
し
て
い
く
の
は
大

仕
事
で
あ
る
。
3
度
の
食
事
ご

と
に
普
通
に
集
合
で
き
る
の
は

一
人
ひ
と
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
優

秀
だ
か
ら
と
し
か
言
え
な
い
。

　
こ
の
病
院
の
最
初
の
印
象

は
、
職
員
が
余
裕
を
も
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

（
株
）関
西
電
力
の
経
営
で
豊
か

な
財
力
が
支
え
て
い
る
か
ら
か

と
思
っ
て
し
ま
う
。
病
院
職
員

は
関
電
社
員
で
福
利
厚
生
な
ど

も
し
っ
か
り
し
て
い
る
ら
し

い
。
資
本
が
支
え
て
い
る
こ
と

で
余
裕
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
提

供
す
る
医
療
の
質
の
確
保
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
か
。
協
会
で

は
企
業
立
病
院
に
対
し
て
批
判

的
な
目
を
向
け
て
い
る
が
、
何

よ
り
余
裕
が
持
て
な
い
医
療
法

人
な
ど
へ
の
本
気
の
財
政
支
援

が
大
事
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
せ
や
け
ど
腹
た
ち
ま
っ
せ
」

と
、
経
営
会
議
な
ど
で
の
議
論

を
話
し
て
く
れ
た
人
も
い
る
。

医
療
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
上

層
部
に
苦
労
す
る
ら
し
い
。

　
友
人
の
岐
阜
大
教
授
・
高
木

さ
ん
が
お
見
舞
い
に
き
て
く
れ

た
が
、
病
院
設
置
の
真
の
目
的

は
原
発
労
働
者
へ
の
医
療
提
供

だ
と
指
摘
し
た
。
彼
女
の
若
き

日
の
労
作
・
原
発
労
働
者
の
生

活
実
態
の
丁
寧
な
聞
き
取
り
調

査
が
あ
る
の
だ
が
、
少
し
で
も

体
調
不
良
が
出
る
と
、
即
関
電

病
院
入
院
と
な
る
ら
し
い
。

「
絶
対
に
地
元
の
医
療
機
関
に

は
診
さ
せ
な
い
」
と
言
い
切
っ

て
い
た
。

　
関
電
の
金
品
受
領
問
題
の
凄

ま
じ
さ
に
は
呆
れ
る
ば
か
り
だ

が
、
ま
だ
今
月
に
も
新
た
な
事

例
が
発
覚
し
て
い
る
。
対
象
者

83
人
、
総
額
約
3
億
7
千
万
円

関
電
病
院　

回
リ
ハ
病
棟

相
当
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、

私
た
ち
が
払
う
電
気
料
金
と
は

無
関
係
な
の
か
。
あ
か
ら
さ
ま

な
公
共
料
金
の
私
物
化
の
実
態

を
目
に
す
る
と
、
公
明
正
大
を

何
よ
り
も
大
切
に
す
る
医
療
の

あ
り
か
た
に
は
ほ
ど
遠
い
こ
と

を
実
感
す
る
。

　
転
院
に
も
す
ぐ
に
慣
れ
、
同

じ
病
棟
の
患
者
さ
ん
や
看
護
師

さ
ん
た
ち
と
女
子
会
が
で
き
あ

が
り
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
騒
い
で
い

た
。
か
つ
て
は
男
性
患
者
が
女

性
の
看
護
師
の
お
尻
を
さ
わ
る

な
ん
て
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
い

ま
や
女
性
患
者
が
す
ら
っ
と
し

た
男
性
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
魅
力
的

な
お
尻
の
話
題
に
花
が
咲
く
。

ど
う
す
れ
ば
あ
の
筋
肉
が
作
れ

る
の
か
。
何
の
ス
ポ
ー
ツ
で
？　

在宅医療点数の改定点や算定にあたっての留意点を分かりやすく解説！

　往診と訪問診療の違いや在宅時医学総合管理料、在宅療養支援診療所といった保険講習会Ｃ
「在宅医療点数の基礎知識」で解説している基礎的な内容は理解いただいていることを前提と
した説明会です。その上で、改定のポイントや事例を交えた算定の留意点などを解説します。
内容は各日程とも同じです。

　保険講習会Ｃ「在宅医療点数の基礎知識」と、京都市内で開催する11月11日～14日の内容
を組み合わせた内容となります。感染防止対策をとった上で定員を制限します。

※ 参加ご希望の方は、グリーンペーパー No.290（10月25日発行）P.62の「参加申込書」
にご記入の上、京都府保険医協会まで FAX 075-212-0707 して下さい。申込締切は各説
明会開催日の 3 日前です。

※ 京都市会場全日程はZoom併用で行いますので、ネット参加が可能な方はこちらをご利用
下さい。説明会用URLと当日資料は後日メールにてお知らせします。

テキスト
『在宅医療点数の手引』
2020年度改定版 4,000円
※希望者への有料販売

2. 南部・北部会場  午後２時～４時30分
（1）木津川市会場 （定員16人）

開催日　11月18日（水）
場　所　 木津川市中央交流会館 

「いずみホール」 2 階会議室
共　催　（一社）相楽医師会

（2）福知山市会場 （定員30人）
開催日　11月28日（土）
場　所　 福知山医師会館 2 階講堂
共　催　（一社）福知山医師会

「在宅医療点数」説明会
1. 京都市会場  午後２時～４時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
 （Zoom併用、会場参加定員20人）
開催日【 1 回目】11月11日（水）　【 2 回目】11月12日（木）

【 3 回目】11月13日（金）　【 4 回目】11月14日（土） 参加費 無料

好評販売中 ！

京都市の公衆衛生行政充実を求めるフォーラム

日　時 11 月 1 日（日） 午後2時 ～ 4時30分
場　所 ウィングス京都 イベントホール
主　催  公衆衛生行政の充実を求める京都市実行委員会

＜主な予定＞
京都市の保健所、保健センターを訪問しての聞き取り調査／市民アンケート結果の
報告／提言案の発表／会場とのディスカッション
※ Zoom併用。申込時にメールアドレスをお知らせ下さい。Zoom参加用URLと当
日資料は後日メールにてお知らせします。開催時間が変更になりましたのでご了
承下さい。

　市民の権利としての公衆衛生の再生へ
 岡﨑 祐司氏 （佛教大学教授）

定員
120人
申込制

●基調講演

新規開業予定者のための講習会
　これからご開業を考える医師とご家族を対象に、開業に向けたノウハウを詳しく・
分かりやすく解説する講習会を開催します。
　講師は数多くの開業支援を手掛けており、感染防止対策、新しい生活様式に合わ
せた診療体制の構築、テレワークなど働き方が変わる中での開業場所の選定など… 
Withコロナと言われる新しい時代のクリニック経営をポジティブにお伝えします。
　講習会終了後は個別相談にも応じます。ぜひご参加下さい。

日　時 11 月 29 日（日） 午前10時 ～ 12時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
 （京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町637　インターワンプレイス烏丸6階）

 ★会議室は換気・消毒、十分に距離をとった席配置に努めます。
 ★ご出席の際は、マスクの着用をお願いいたします。

内　容 ○Withコロナ時代の医院開業
 　 ひろせ税理士法人 認定登録 医業経営コンサルタント　常田 幸男氏

 ○先輩開業医からのアドバイス
 　 谷村内科クリニック　院長　谷村 雄志氏

 ○地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度の活用［解説］

参加費 京都府保険医協会会員：無料　非会員：5,500円　※当日入会可
申　込 京都府保険医協会
 TEL 075-212-8877  FAX 075-212-0707   E-mail info@hokeni.jp
 ※個別相談ご希望の場合は、申込時にその旨をお知らせ下さい。

果
て
は
「
誰
が
さ
わ
る
？
」
と

盛
り
上
が
る
。
隔
世
の
感
だ
。

隅
で
勉
強
し
て
い
た
医
長（
娘
）

が「
皆
さ
ん
、そ
れ
っ
て
セ
ク
ハ

ラ
で
す
よ
」と
怖
い
顔
で
一
喝
。

　
企
業
立
病
院
だ
か
ら
か
、
職

員
に
は
患
者
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

だ
と
い
う
意
識
が
は
っ
き
り
し

て
い
た
。
コ
ー
ル
を
鳴
ら
せ
ば

す
ぐ
飛
ん
で
来
て
く
れ
る
。
駐

車
場
、
裏
口
の
お
じ
さ
ん
に
至

る
ま
で
丁
寧
で
親
切
だ
っ
た
。

気
分
的
に
は
決
し
て
悪
い
訳
が

な
い
。
し
か
し
、
医
療
を
受
け

る
側
と
提
供
す
る
側
が
共
同
し

て
病
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
姿

勢
と
は
少
し
違
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Zoom併用開催

各会場とも
人数に余裕あり

た
だ
い
ま
、リ
ハ
ビ
リ
奮
戦
中

垣田 さち子
（西陣）

13

11月のレセプト受取・締切
基
金
国
保

８日（日）９日（月）10日（火）

閉所 ○ ○ ◎（※）

○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  
　　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　   労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（火）10日（火）10日（火）
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